様式第７〔申込者→中小機構〕
申込日　年　月　日
独立行政法人中小企業基盤整備機構
高度化事業部経営診断統括室
まちづくり推進室長　宛て

巡回型支援利用申込書

　中心市街地・商店街等診断・サポート事業（巡回型支援）の利用を申込みます。

（１）応募者の概要
	応 募 者
基本情報
	組織名
(〇〇商店街、
〇〇まちづくり会社等）
	

	
	住所
（組織の所在地等）
	〒   －    



	
	窓口担当者の氏名等
（連絡の窓口）
	役職：
氏名：    （フリガナ）    

	
	窓口担当者の連絡先
（電話）
	固定電話：   －   －

	
	窓口担当者の連絡先
（E-mail）
	



（２）地域課題
	地域課題（いずれかに「☑」）
※複数回答可



	１．商店街等組織に関する地域課題として、下記に該当するもの
☐ビジョン・プランの作成に向けた考え方の整理
☐次世代リーダーの発掘・育成
☐空き店舗対策・新規出店促進に向けた計画づくり
☐面的な消費拡大につなげる取組に向けた計画づくり
☐既存事業の磨き上げや新規事業の事業化に向けた計画づくり
☐エリアブランディング
☐地域内外関係者との連携
☐その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　
２．地域組織に関する課題として、下記に該当するもの。
☐協議会の設立準備（運営方法・体制強化に向けた調整・検討含む）
☐協議会設立に向けたまちづくり会社等（中心市街地活性化法第15条第1項）の設立・運営改善
☐行政へのまちづくり計画に対する意見提示
☐中心市街地活性化に関する基本計画第７章（商業の活性化）への掲載を目指す事業全般に関わる検討
☐エリアマネジメントに関する関係者の理解促進
☐エリアマネジメント推進のための仕組み構築
☐その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　




（３）支援要望等　（２）で選んだ内容を可能な限り詳細に記載ください
	支援要望等
	





















[bookmark: _Hlk160994753]（４）所在する地域の商店街等の状況
(「１.商店街等活性化課題」を選択された場合、可能な範囲で記入ください。）
	商店街のタイプ
（いずれかに「☑」）

	☐近隣型商店街
（最寄品※中心の商店街で、地元住民が徒歩又は自転車などで移動して日用品の買物を行う商店街）
☐地域型商店街
（最寄品及び買回り品※が混在する商店街で、近隣商店街よりもやや広い範囲であることから、徒歩、自転車、バス等で来訪する商店街）
☐広域型商店街
（百貨店、量販店等を含む大型店があり、最寄品より買回り品が多い商店街）
☐超広域型商店街
（百貨店、量販店等を含む大型店があり、有名専門店、高級専門店を中心に構成され、遠距離から来街する商店街）

※最寄品：消費者が頻繁に手軽にほとんど比較しないで購入する品物。加工食品、家庭雑貨など。
※買回り品：消費者が２つ以上の店を回って比べて購入する商品。ファッション関連、家具、家電など。

	商店街等を構成する店舗数
	
	店舗

	商店街等組織の加盟店舗数
（組合員数等）
	
	店舗

	商店街等の空き店舗数
	
	店舗

	商店街等の未利用地数
	
	区画

	商店街等組織の設立年月日
	年　月　日

	貸店舗に関する情報
	平均坪単価　　　　　　円～　　　円程度

	売り物件に関する情報
	平均坪単価　　　　　　円～　　　円程度



